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日本史学特殊研究第3回 担当：河西秀哉

―皇太子明仁の誕生―

近代天皇制の形成と展開

・明治維新と天皇制

倒幕するための論理としての天皇

諸外国との関係性

・大日本帝国憲法の制定（1889年）

第 1条「大日本帝国ハ万世一系ノ天皇之ヲ統治ス」
第 4条「天皇ハ国ノ元首ニシテ統治権ヲ総攬シ此ノ憲法ノ条規ニ依リ之ヲ行フ」

権力の分立と最終決定者としての天皇

第 11条 天皇ハ陸海軍ヲ統帥ス→統帥権の独立

第 49条 両議院ハ各々天皇ニ上奏スルコトヲ得

第 55条 国務各大臣ハ天皇ヲ輔弼シ其ノ責ニ任ス

イデオロギーとしての天皇

・大正デモクラシーから戦時体制へ

デモクラシーという世界的潮流と大正天皇の登場

政党の腐敗／軍部の不満／経済不況／対外膨張に対する国民の支持

明仁親王の誕生

・昭和天皇（1926年即位）をめぐる問題

弟宮たちの存在

香淳皇后との結婚

女性の子どもが続く
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・明仁親王の誕生（1933[昭和 8]年 12月 23日）

親子関係

戦争中の暮らしについて

軍人に任官せず

「榮木日誌」の「発見」

御学問所をめぐって
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